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新たな試み「薬と糖尿病を考える会」設立について

北里大学薬学部薬物治療学Ⅲ教室／北里研究所病院薬剤部　井上　岳

この度，糖尿病薬物療法の発展など，薬剤師がいかに社会貢献するかをテーマに，薬剤師 CDEJ が中心となり「薬と糖尿
病を考える会」を設立しました．今回は，「薬と糖尿病を考える会」についてご紹介致します．
「薬と糖尿病を考える会」の発足にあたり，代表世話人である北里大学薬学部教授／北里研究所病院薬剤部長厚田幸一

郎氏は，設立の趣旨を以下のように述べております．『糖尿病患者の加速的増加と相俟って，多くの新しい糖尿病治療薬が上市
され，糖尿病治療薬の選択肢が拡大すると同時に糖尿病の薬物療法は複雑化を呈しています．このようななか，薬剤師は薬学
的視点から薬物療法のみならず，食事や運動，そして生活習慣全般に至るまで幅広い療養指導の実践・向上に努めるべきで
す．加えて，専門性を究める学術研究を推進することも重要な課題です．そのためには，病院ならびに薬局薬剤師，そして基礎
薬学研究者の連携が必須となります．これらの連携を密にし，専門性を高め，糖尿病薬物療法の発展，延いては社会に貢献す
るために薬と糖尿病を考える会を設立しました』．

多くの薬剤師 CDEJ は，臨床現場での疑問などを研究テーマに挙げ臨床薬学研究を行い，療養指導に生かしています．しか
し，糖尿病療養生活における薬物療法の様 な々問題に立ち向かうためには，薬学基礎研究の視点も重要であります．今後，薬
学基礎研究と臨床研究の交流を深めることは，薬剤師全体のレベルを押し上げることにつながると考えます．糖尿病薬物療法を
主眼に薬剤師 CDEJと薬学研究者が共に集まり，学術的な交流を深めることを目指す本研究会は，まだ歩み始めたばかりです
が，現在，「糖尿病薬物療法の発展にいかに貢献するか―薬と糖尿病を考える会が目指すもの―」をテーマにキックオフシンポ
ジウムを平成 23 年 11 月6日（日）に開催すべく準備をしております．
「薬と糖尿病を考える会」を通じて，臨床における薬剤師の役割である「医薬品の適正使用を常に確保する」ためにどのよ

うに関与すべきか，さらに薬剤師のスキルアップへ貢献するための一歩を共に歩んで行きたいと考えております．薬剤師だけでな
く多くの CDEJ の皆様のご参加をお待ちしております．

＜問合せ先＞ 薬と糖尿病を考える会事務局／井上　岳
 〒 108-8641　東京都港区白金５－９－１　北里大学薬学部薬物治療学Ⅲ教室内
 E-mail：dm-ph@pharm.kitasato-u.ac.jp　http://diabetology-phar.main.jp/
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